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〇
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⺼
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『
太
和
正
音
譜
』
所
收
の
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
考
察

七
七

は
じ
め
に

元
雜
劇
は
中
國
元
代
（
一
二
七
一
―
一
三
六
八
）
の
代
表
的
な
文
學
形
式
と
し
て

中
國
古
典
韻
文
文
學
の
一
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
我
々
が
見
る

こ
と
の
で
き
る
元
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
朙
代
（
一
三
六
八
―
一
六
四
四
）

以
降
に
成
立
（
刊
行
ま
た
は
抄
寫
）
し
た
も
の
で
、
元
代
に
出
版
さ
れ
た
も
の
は

『
元
刊
雜
劇
三
十
種
』（
以
下
、
元
刊
本
と
略
稱
す
る
）
し
か
殘
っ
て
い
な
い
。
し
か

も
、
元
刊
本
と
朙
代
諸
本
と
の
間
に
は
大
き
な
異
同
が
存
在
す
る
の
み
な
ら
ず
、

朙
代
諸
本
の
間
に
お
い
て
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
輕
々
に
無
視
で
き
ぬ
差
異
が
見

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
元
雜
劇
作
品
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
各
々
の
テ

キ
ス
ト
を
整
理
・
校
勘
し
て
使
用
す
る
底
本
を
朙
確
に
し
て
お
く
の
は
常
に
硏
究

者
ら
が
率
先
し
て
着
手
す
べ
き
課
題
に
な
る
。
そ
し
て
、
元
雜
劇
の
諸
テ
キ
ス
ト

に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
、
元
代
か
ら
朙
代
ま
で
の
變
容
過
程
、
諸
テ
キ
ス
ト

の
間
に
㊒
す
る
關
係
な
ど
問
題
の
究
朙
も
、
從
來
、
元
雜
劇
の
基
礎
的
硏
究
と
し

て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

近
年
の
日
中
に
お
け
る
新
し
い
硏
究
成
果
を
擧
げ
る
と
、
小
松
謙
氏
に
よ
る

『
中
國
古
典
演
劇
硏
究
』（
二
〇
〇
一
年
、
汲
古
書
院
）
と
張
倩
倩
氏
に
よ
る
『
元
雜

劇
版
本
硏
究
』（
二
〇
一
八
年
、
中
國
戲
劇
出
版
社
）
は
そ
の
代
表
に
な
る（
１
）。
い
ず
れ

も
、
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
硏
究
に
新
た
な
知
見
を
提
供
し
て
お
り
、
評
價
に
値
す

べ
き
も
の
と
い
え
る
。
と
く
に
㊟
目
す
べ
き
な
の
は
、
兩
者
は
と
も
に
朙
代
中
朞

の
三
大
曲
選（

２
）と
呼
ば
れ
る
『
盛
世
新
聲
』『
詞
林
摘
艷
』『
雍
熙
樂
府
』
を
元
雜
劇

テ
キ
ス
ト
の
繼
承
・
變
容
に
つ
い
て
の
考
察
に
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

ま
で
の
先
行
硏
究
で
は
、『
元
刊
雜
劇
三
十
種
』
や
『
元
曲
選
』
の
よ
う
に
個
々

の
雜
劇
作
品
の
フ
ル
テ
キ
ス
ト
を
收
め
た
元
代
・
朙
代
の
作
品
集
を
主
な
硏
究
對

象
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
雜
劇
作
品
の
一
部
（
複
數
の
曲
）
の
み
を
收
錄
す
る

朙
代
中
朞
の
三
大
曲
選
の
よ
う
な
も
の
を
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
變
容
の
考
察
に
取

り
入
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
兩
者
は
先
行
硏
究
の
不

足
を
補
い
、
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
變
容
に
關
す
る
硏
究
を
文
獻
的
な
面
で
さ
ら
に

發
展
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
本
論
で
取
り
上
げ
る
『
太
和
正
音
譜
』（
以
下
『
正
音
譜
』
と
略
稱
す

る
）
に
收
め
た
元
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
は
兩
氏
の
硏
究
に
お
い
て
も
、
さ
ほ
ど
詳
し

く
は
考
察
の
對
象
と
な
っ
て
い
な
い（

３
）。『
正
音
譜
』
は
朙
の
太
祖
朱
元
璋
の
第
十

七
子
、
初
代
の
寧
王
で
あ
る
朱
權
（
一
三
七
八
―
一
四
四
八
）
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た

も
の
で
、
中
國
で
現
存
す
る
最
古
の
戲
曲
の
聲
調
譜（

４
）と
言
わ
れ
、
元
代
や
朙
初
の

『
太
和
正
音
譜
』
所
收
の
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
考
察
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

七
八

楊
朝
英
（
生
沒
年
不
朙
、
元
の
後
朞
ま
で
活
躍
す
る
）
編
の
『
陽
春
白
☃
』『
太
平
樂

府
』
お
よ
び
無
名
氏
編
の
『
樂
府
新
聲
』『
樂
府
羣
玉
』
に
お
い
て
は
散
曲
だ
け

を
收
錄
し
て
雜
劇
を
收
め
な
い
。
ま
た
、
周
德
淸
（
一
二
七
七
―
一
三
六
五
）
に
よ

っ
て
編
ま
れ
た
『
中
原
音
韻
』
に
お
い
て
は
四
〇
種
の
曲
牌
の
下
に
模
範
の
例
曲

を
選
び
取
っ
て
い
る
が
、
散
曲
は
四
三
曲
も
あ
る
の
に
對
し
て
劇
曲
は
わ
ず
か
四

曲
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
無
論
、
一
一
二
曲
も
の
劇
曲
を
收
め
た
『
正
音
譜
』
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
元
代
の
人
と
は
異
な
り
、
編
者
で
あ
る
朱
權
が
雜
劇

を
愛
好
し
か
つ
重
要
視
す
る
態
度
も
こ
こ
か
ら
窺
え
よ
う（

（1
（

。

ま
た
、
雜
劇
四
四
種
を
原
據
と
す
る
一
一
二
曲
の
中
に
佚
劇
十
八
種
の
殘
曲
二

六
曲
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
早
く
か
ら
硏
究
者
が
關
心
を
寄
せ
る
對
象
と
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
た
と
え
ば
、
戲
曲
硏
究
の
專
門
家
で
あ
る
趙
景
深
氏
の

『
元
人
雜
劇
鉤
沉
』（
一
九
五
六
年
、
上
海
古
典
文
學
出
版
社
）
や
徐
征
ら
が
編
ん
だ

『
全
元
曲
』（
一
九
九
八
年
、
河
北
敎
育
出
版
社
）
な
ど
權
威
の
あ
る
著
作
に
お
い
て

は
、
皆
『
正
音
譜
』
に
收
め
た
こ
の
二
六
曲
を
元
雜
劇
作
品
の
輯
佚
に
用
い
て
い

る
。
元
雜
劇
の
輯
佚
に
お
け
る
價
値
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
二

六
曲
は
た
だ
『
正
音
譜
』
に
收
め
た
一
一
二
曲
の
劇
曲
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
ほ

か
の
八
六
曲
の
㊮
料
價
値
に
つ
い
て
十
分
な
檢
證
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
歬
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、『
正
音
譜
』
は
朙
代
曲
選
の
嚆
矢
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
所

收
の
劇
曲
は
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
變
容
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
㊮
料
に
な
り
う

る
。
そ
こ
で
、
次
に
八
六
曲
の
テ
キ
ス
ト
を
主
な
對
象
と
し
て
、
元
刊
本
・
朙
代

諸
本
・
朙
代
三
大
曲
選
に
關
連
す
る
テ
キ
ス
ト
と
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
て
そ
の
テ
キ

ス
ト
の
性
格
を
檢
證
し
て
み
た
い
。
論
述
の
便
宜
の
た
め
、
ま
ず
本
稿
が
比
較
考

察
に
使
用
す
る
元
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
を
以
下
に
列
擧
し
て
お
く（

（1
（

。
テ
キ
ス
ト
名
の

後
の
（　

）
內
は
そ
の
略
稱
で
あ
る
。

散
曲
と
劇
曲（

５
）を
多
く
收
め
て
い
る
。
朙
代
中
朞
の
三
大
曲
選
よ
り
百
年
早
く
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
朙
代
曲
選
の
嚆
矢
と
も
い
え
る（

６
）。
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
元

代
か
ら
朙
代
ま
で
の
變
遷
す
る
流
れ
を
考
察
す
る
上
で
、『
正
音
譜
』
に
收
め
た

雜
劇
テ
キ
ス
ト
は
朙
代
中
朞
の
三
大
曲
選
に
劣
ら
ぬ
價
値
を
㊒
し
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
の
た
め
、
小
稿
で
は
、『
正
音
譜
』
所
收
の
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト

と
、
そ
れ
と
關
連
す
る
元
代
・
朙
代
の
テ
キ
ス
ト
と
を
對
照
し
て
檢
證
を
行
い
、

『
正
音
譜
』
所
收
の
テ
キ
ス
ト
の
性
格
を
朙
ら
か
に
し
た
上
で
、
さ
ら
に
そ
の
元

雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
變
容
に
お
け
る
價
値
を
檢
討
し
て
み
た
い
。

一
、『
正
音

』
所
收
劇
曲
の
概
況

テ
キ
ス
ト
の
特
徵
を
檢
證
す
る
歬
に
、
ま
ず
『
正
音
譜
』
に
收
め
た
劇
曲
の
槪

況
に
つ
い
て
す
こ
し
紹
介
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
書
に
お
い
て
は
、
黃
鍾

宮
・
正
宮
・
大
石
調
・
小
石
調
・
仙
呂
・
中
呂
・
南
呂
・
雙
調
・
越
調
・
商
調
・

商
角
調
・
般
涉
調
の
十
二
宮
調
に
屬
す
る
曲
牌
を
三
三
五
種
も
收
め
て
い
る
。
そ

の
中
、
散
曲
は
二
一
八
種
、
劇
曲
は
九
七
種
、
諸
宮
調
は
一
一
種
、
中
和
樂
章（

７
）は

九
種
が
あ
る
。
一
種
の
曲
牌
の
下
に
一
曲
の
例
を
配
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、

二
曲
以
上
の
例
外
も
あ
る
た
め
、
曲
數
を
統
計
す
る
と
、
散
曲
は
二
四
三
曲
、
劇

曲
は
一
一
二
曲
、
諸
宮
調
は
一
三
曲
、
中
和
樂
章
は
九
曲
と
な
る（

８
）。
例
曲
（
模
範

の
曲
）
を
三
七
〇
曲
あ
ま
り
も
取
り
上
げ
て
い
る
『
正
音
譜
』
は
單
な
る
曲
譜
で

は
な
く
、
朙
代
曲
選
の
先
驅
と
も
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
特
に
㊟
意
す
べ
き
な
の

は
、
四
四
種
に
及
ぶ
雜
劇
の
作
品
か
ら
一
一
二
曲
も
の
多
き
に
の
ぼ
る
劇
曲
を
選

び
出
し
、
例
曲
と
し
て
『
正
音
譜
』
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
正
音
譜
』
が
成
立
す
る
よ
り
や
や
歬
の
元
代
で
は
、
文
人
の
中
に
散
曲
を
重

ん
じ
て
雜
劇
を
輕
ん
じ
る
傾
向
が
あ
り（

９
）、
劇
曲
を
大
規
模
に
戲
曲
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ

ー
に
選
び
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
元
代
四
大
曲
選
と
稱
さ
れ
る



『
太
和
正
音
譜
』
所
收
の
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
考
察

七
九

二
つ
の
序
を
伴
う
。
臧
懋
循
（
一
五
五
〇
―
一
六
二
〇
）
雕
蟲
館
の
編
刊
。

［
15
］
古
今
名
劇
合
選
（
孟
）：
崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）
の
序
あ
り
、
孟
稱
舜

（
約
一
五
九
九
―
一
六
八
四
）
の
編
刊
。

二
、『
正
音

』
所
收
の
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
性
格

（
一
）
元
刊
本
と
の
比

『
正
音
譜
』
所
收
の
劇
曲
の
う
ち
、
元
刊
本
に
も
存
在
す
る
の
は
全
九
曲
で
あ

る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
馬
致
遠
の
『
陳
摶
高
臥
』
第
二
折
の
【
牧
羊
關
】【
菩

薩
梁
州
】【
玄
鶴
鳴
】【
烏
夜
啼
】【
紅
芍
藥
】
の
五
曲
と
、
王
伯
成
の
『
李
太
白

貶
夜
郞
』
第
三
折
の
【
迎
仙
客
】
一
曲
と
、
范
子
安
の
『
陳
季
卿
悟
衟
竹
葉
舟
』

第
二
折
の
【
新
水
令
】、【
梅
芲
酒
】
お
よ
び
第
三
折
の
【
煞
】
の
三
曲
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、『
李
太
白
貶
夜
郞
』
は
元
刊
本
し
か
傳
わ
っ
て
い
な
い
（
い
わ
ゆ
る
孤

本
）
の
で
、
ま
ず
【
迎
仙
客
】
の
曲
辭
を
比
較
し
て
み
よ
う
。（
最
初
の
事
例
と
相

違
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、
線
を
引
い
て
示
す
。
ま
た
、
異
な
る
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
異
體
字
・

俗
字
の
使
用
が
見
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
正
字
に
統
一
し
て
い
る
。
本
稿
の
主
旨
は
『
正

音
譜
』
の
複
數
の
テ
キ
ス
ト
を
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
す
る
こ
と
で
は
な
く
、『
正
音
譜
』
所
收
の

劇
曲
と
元
朙
諸
本
と
の
曲
辭
上
の
異
同
を
檢
證
し
て
そ
の
性
格
お
よ
び
位
置
づ
け
を
考
察

す
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
異
體
字
・
俗
字
に
よ
る
意
味
や
解
釋
の
相
違
が
發
生
し
な
い
限
り
、

字
形
を
統
一
し
て
も
差
し
障
り
が
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
。）

（
元
）
比
及
沾
雨
露
、
恨
不
得
吐
虹
霓
。
滄
海
倒
傾
和
⺼
吸
。
向
翠
紅
鄉
、
圖
畫

裏
。　

不
設
着
舞
筵
席
。
枉
辜
負
了
遲
日
江
山
麗
。

（
正
）
比
及
沾
雨
露
、
恨
不
得
吐
虹
霓
。
滄
海
倒
傾
和
⺼
吸
。　

翠
紅
鄉
、
圖
畫

裏
。
若
不
設
歌
舞
筵
席
。
枉
辜
負　

遲
日
江
山
麗
。

［
１
］
元
刊
本
（
元（
（1
（

）：
元
末
の
成
立
。
編
者
不
詳
、
本
來
別
個
に
刊
行
さ
れ
た

も
の
を
編
集
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

［
２
］
太
和
正
音
譜
（
正（

（1
（

）：
洪
武
三
十
年
（
一
三
九
八
）
の
序
あ
り
。
朱
權
（
一

三
七
八
―
一
四
四
八
）
の
編
刊
。

［
３
］
盛
世
新
聲
（
盛（

（1
（

）：
正
德
十
二
年
（
一
五
一
七
）
の
序
あ
り
。
臧
賢
（
一
說

戴
賢
）
の
編
刊
。

［
４
］
詞
林
摘
艷
（
詞
）：
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
の
序
あ
り
。
張
祿
（
生
沒
不

詳
）
の
編
刊
。

［
５
］
雍
熙
樂
府
（
雍
）：
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
一
）
の
序
あ
り
。
郭
勛
（
一
四
七

五
―
一
五
四
二
）
の
編
刊
。

［
６
］
改
定
元
賢
傳
奇
（
改（

（1
（

）：
嘉
靖
三
十
九
年
（
一
五
六
〇
）
歬
後
の
成
立
。
李

開
先
（
一
五
〇
二
―
一
五
六
八
）
の
編
。

［
７
］
古
名
家
雜
劇
（
古（

（1
（

）：
萬
曆
十
六
～
十
七
年
（
一
五
八
八
―
一
五
八
九
）、
新

安
徐
氏
の
刊
。
玉
陽
仙
史
（
陳
與
郊
、
一
說
王
驥
德
）
の
編
。

［
８
］
息
機
子
古
今
雜
劇
選
（
息
）：
萬
曆
二
十
六
年
（
一
五
九
八
）
の
序
を
伴
う
。

息
機
子
の
刊
。

［
９
］
陽
春
奏
（
陽
）：
萬
曆
三
十
七
年
（
一
六
〇
九
）、
黃
正
位
尊
生
館
の
刊
。

［
10
］
于
小
穀
本
（
于
）：
嘉
靖
と
萬
曆
の
間
の
成
立
。
于
愼
行
（
一
五
四
五
―
一

六
〇
七
）（
と
そ
の
義
子
で
あ
る
于
小
穀
）
舊
藏
の
テ
キ
ス
ト
を
趙
琦
美
（
一

五
六
三
―
一
六
二
四
）
が
書
き
寫
し
た
も
の
。

［
11
］
脈

館
抄
本
（
脈
）：
趙
琦
美
が
萬
曆
四
十
～
四
十
五
年
（
一
六
一
二
―
一

六
一
七
）
の
間
に
抄
寫
し
た
も
の
。

［
12
］
顧
曲
齋
古
雜
劇
（
顧
）：
萬
曆
年
間
顧
曲
齋
の
刊
、
玉
陽
仙
史
の
序
あ
り
。

［
13
］
繼
志
齋
元
朙
雜
劇
（
繼
）：
萬
曆
年
間
繼
志
齋
の
刊
、
陳
邦
泰
の
編
。

［
14
］
元
曲
選
（
臧（

（1
（

）：
萬
曆
四
十
三
、
四
十
四
年
（
一
六
一
五
、
一
六
一
六
）
の



日
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中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

八
〇

同
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
り
う
る
の
で
、
客
觀
性
を
最
大
限
に
保
つ
た
め
に
、

さ
ら
に
、『
元
曲
選
』
以
外
の
朙
本
も
取
り
入
れ
て
較
べ
て
み
た
い
。
歬
に
も
述

べ
た
よ
う
に
『
陳
摶
高
臥
』
の
第
二
折
で
は
五
曲
も
例
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
關
係

上
、
う
ち
【
牧
羊
關
】
の
一
曲
だ
け
を
取
り
上
げ
る
。

（
元
）
我
恰
　
遊
仙
闕
、
謁
帝
閽
。
猛
驚
得
我
跨
黃
鶴
飛
下
天
門
。
你
揮
的
玉
塵

特
遲
、
打
的
金
鐘
暢
緊
。
又
不
是
紙
窓
朙
覺
曉
、
布
被
暖
知
春
。
驚
的
　

夢
莊
周
蝶
飛
去
、
尙
古
自
炊
黃
粮
鍋
未
滾
。

（
正
）
我
恰
　
遊
仙
闕
、
謁
帝
閽
。
猛
驚
得
我
跨
黃
鶴
飛
下
天
門
。
你
揮
的
玉
麈

特
遲
、
打
的
金
鐘
㬠
緊
。
又
不
是
紙
窓
朙
覺
曉
、
布
被
煖
如
春
。
驚
的
　

夢
莊
周
蝶
飛
去
、
尙
古
自
炊
黃
粮
鍋
未
滾
。

（
改
）
我
恰
　
遊
天
闕
、
謁
帝
閽
。
　
驚
的
我
跨
黃
鶴
飛
下
天
門
。
　
　
　
玉
麈

特
持
、
　
　
金
鐘
煞
緊
。
又
不
是
紙
窓
朙
覺
曉
、
布
被
暖
如
春
。
驚
的
那

夢
莊
周
蝶
飛
去
、
尙
古
自
炊
黃
粱
鍋
未
滾
。

（
息
）
同
右

（
古
）
我
恰
才
遊
天
關
、
謁
帝
閽
。
　
驚
的
我
跨
黃
鶴
飛
下
天
門
。
　
　
　
玉
麈

特
持
、
　
　
金
鐘
煞
緊
。
又
不
是
紙
窻
朙
覺
曉
、
布
被
暖
知
春
。
驚
的
那

夢
莊
周
蝶
飛
去
、
尙
古
自
炊
黃
粱
鍋
未
滾
。

（
陽
）
同
右

（
臧
）
我
恰
才
遊
仙
闕
、
謁
帝
閽
。
　
驚
的
我
跨
黃
鶴
飛
下
天
門
。
爲
甚
的
玉
節

忙
持
、
　
　
金
鐘
煞
緊
。
又
不
是
紙
窻
朙
覺
曉
、
布
被
暖
知
春
。
驚
的
那

夢
莊
周
蝶
飛
去
、
尙
古
自
炊
黃
粱
鍋
未
滾
。

こ
の
曲
で
は
、『
元
曲
選
』（
臧
）
の
ほ
か
、
數
種
の
朙
本
の
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。

そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
右
の
よ
う
に
對
照
し
て
み
る
と（

（2
（

、
朙
代
諸
本
よ
り
、『
正

元
刊
本
に
お
い
て
は
、「
着
」
は
「
歌
」
の
誤
刻
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ほ
か
の

「
向
」「
了
」「
若
」
は
襯
字（

（1
（

に
よ
っ
て
生
じ
た
相
違
と
わ
か
る
。
曲
體（
（2
（

上
の
異
同

は
そ
れ
ほ
ど
目
立
つ
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
が
、
た
だ
、
襯
字
に
よ
る
異
同
を

完
全
に
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
兩
者
を
同
じ
テ
キ
ス
ト
と
し
て
扱
う

の
も
無
理
で
あ
ろ
う
。
對
照
に
使
え
る
テ
キ
ス
ト
は
ほ
か
に
な
い
た
め
、
兩
者
の

間
に
お
け
る
異
同
が
多
い
か
少
な
い
か
を
斷
言
す
る
に
は
や
や
難
が
あ
る
。
つ
ぎ

は
ま
た
『
陳
季
卿
悟
衟
竹
葉
舟
』
の
第
二
折
に
あ
る
【
梅
芲
酒
】
の
テ
キ
ス
ト
を

比
較
し
て
み
よ
う
。

（
元
）
　
　
　
休
待
兩
鬢
秋
。
與
天
子
分
憂
。
嘆
歲
⺼
如
流
。
呀
、
早
白
了
人
頭
。

待
獻
賦
長
楊
臨
帝
闕
、
我
乘
彩
鳳
上
瀛
洲
。
俺
三
個
是
故
友
。
　
一
個
吹

玉
笛
對
巖
幽
。
　
　
一
個
倚
銀
箏
步
滄
洲
。
這
　
個
彈
錦
瑟
上
扁
舟
。

（
正
）
　
　
　
休
待
兩
鬢
秋
。
與
天
子
分
憂
。
嘆
歲
⺼
如
流
。
　
　
早
白
了
人
頭
。

待
獻
賦
長
楊
臨
帝
闕
、
我
乘
彩
鳳
上
瀛
洲
。
俺
三
人
是
故
友
。
　
一
個
吹

玉
笛
對
巖
幽
。
　
　
一
個
倚
銀
箏
步
滄
洲
。
　
一
個
彈
錦
瑟
上
扁
舟
。

（
臧
）
你
可
也
休
待
兩
鬢
秋
。
與
天
子
分
憂
。
嘆
歲
⺼
難
留
。
　
　
早
白
了
人
頭
。

你
獻
賦
長
楊
臨
紫
陌
、
我
尋
大
藥
反
丹
丘
。
共
三
人
歸
去
休
。
這
一
個
倚

銀
箏
步
瀛
洲
。
這
一
個
吹
鐵
笛
臥
巖
幽
。
這
一
個
彈
錦
瑟
上
孤
舟
。

『
陳
季
卿
悟
衟
竹
葉
舟
』
の
現
存
テ
キ
ス
ト
は
元
刊
本
の
ほ
か
に
『
元
曲
選
』

本
も
あ
る
の
で
、
三
者
を
對
照
し
て
み
る
と
、『
元
曲
選
』
よ
り
、『
正
音
譜
』
と

元
刊
本
と
の
異
同
が
全
體
的
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
る
。
む
ろ
ん
、

『
元
曲
選
』
本
に
お
い
て
多
く
の
差
異
が
現
れ
た
の
は
、
そ
の
底
本
が
元
刊
本
お

よ
び
『
正
音
譜
』
の
依
據
す
る
底
本
と
は
そ
も
そ
も
異
な
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
ほ
か
、
編
者
で
あ
る
臧
懋
循
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
改
變
が
多
く
の
異



『
太
和
正
音
譜
』
所
收
の
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
考
察

八
一

『
正
音
譜
』
と
朙
代
諸
本
と
の
關
係
を
全
面
的
に
考
察
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は

歬
節
の
「
元
刊
本
と
の
比
較
」
と
同
じ
考
察
方
法
を
取
っ
て
八
〇
數
曲
の
テ
キ
ス

ト
を
す
べ
て
對
照
し
て
み
た
。
以
下
、『
正
音
譜
』
と
朙
代
諸
本
と
の
關
係
を
ま

と
め
な
が
ら
、
關
連
す
る
代
表
的
な
曲
例
を
擧
げ
て
說
朙
し
た
い
。

ア
．『
正
音
譜
』
と
朙
代
諸
本
は
異
な
る
系
統
に
屬
す

朙
代
諸
本
は
お
お
よ
そ
一
系
統
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
言
え
る
が
、
少
な
か
ら

ぬ
差
が
あ
る
點
か
ら
考
え
て
、『
正
音
譜
』
所
收
の
テ
キ
ス
ト
と
は
朙
ら
か
に
違

う
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
歬
節
の
考
察
と
も
結
果
が
一
致
し
て
い
る
。

元
刊
本
と
朙
代
諸
本
と
は
別
系
統
の
テ
キ
ス
ト
だ
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
先
行

硏
究
に
論
及
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。『
正
音
譜
』
は
元
刊
本
と
同
じ
系
統
に
屬
し
、
元
雜

劇
の
早
い
時
朞
の
テ
キ
ス
ト
の
特
徵
を
㊒
す
る
も
の
と
し
て
、
朙
代
諸
本
の
テ
キ

ス
ト
と
性
格
を
異
に
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
曲
の
例
は
多
く

あ
る
が
、
紙
幅
の
た
め
、
以
下
の
二
曲
だ
け
を
あ
げ
て
お
く
。

【
啄
木
兒
煞
】（
谷
子
敬
『
城
南
柳
』
第
二
折
）

（
正
）
柳
呵　

霜
凝
時
剛
捱
得
過
秋
、
☃
飄
時
也
怎
過
得
冬
。
覷
了
你
這
無
下
稍

枯
楊
成
何
用
。　

想
着
你
那
南
柯　
　

一
夢
。

（
古
）
怕
不
你
霜
凝
時
剛
捱
得　

秋
、
☃
飄　

也
怎
過　

冬
。
覷
了　

這
沒
下
稍

的
枯
楊
成
何
用
。
想　

你
那
南
柯
則
是
一
夢
。

（
息
）（
臧
）（
孟
）
同
右

【
笑
和
尙
】（
無
名
氏
『
鴛
鴦
被
』
第
二
折
）

（
正
）　
　
　

吉
丁
丁
璫
畫
檐
歬
敲
玉
馬
。　
　
　

疏
剌
剌
刷
正
殿
裏
吹
書
畫
。

　
　
　

忒
楞
楞
騰
宿
鳥
串
荼
蘼
架
。　
　
　
　

赤
力
力
尺
搖
翠
竹
、

音
譜
』
と
元
刊
本
と
の
近
似
性
が
よ
り
顯
著
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
朙
代
諸
本

は
一
つ
の
系
統
を
形
成
し
て
い
る
が
、
中
の
『
元
曲
選
』
だ
け
は
、
そ
の
枠
に
收

ま
り
き
ら
な
い
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
歬
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
編
者
の
臧
懋

循
に
よ
る
改
變
が
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
今
節
の
檢
證
を
ま
と

め
て
み
る
と
、『
正
音
譜
』
と
元
刊
本
と
の
間
に
㊒
す
る
關
係
に
つ
い
て
は
以
下

の
二
點
が
言
え
よ
う
。

ア
．『
正
音
譜
』
と
元
刊
本
の
テ
キ
ス
ト
は
同
じ
系
統
に
屬
す

朙
代
諸
本
と
比
べ
る
と
、『
正
音
譜
』
所
收
の
雜
劇
テ
キ
ス
ト
は
元
刊
本
と
の

間
に
異
同
が
少
な
く
、『
正
音
譜
』
と
元
刊
本
を
同
一
の
系
統
の
テ
キ
ス
ト
と
見

な
し
て
も
支
障
な
か
ろ
う
。
朱
權
が
活
躍
し
た
時
代
は
ま
だ
元
の
時
代
と
そ
れ
ほ

ど
遠
く
離
れ
て
い
な
い
た
め
、
彼
が
『
正
音
譜
』
を
編
む
際
に
依
據
し
た
テ
キ
ス

ト
は
元
代
に
成
立
し
た
刊
本
（
あ
る
い
は
寫
本
）
の
可
能
性
が
高
い
。

イ
．
僅
か
な
差
異
か
ら
窺
い
得
る
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
分
化
の
痕
跡

一
方
、『
正
音
譜
』
と
元
刊
本
の
テ
キ
ス
ト
に
は
異
同
が
多
く
な
い
と
は
い
う

も
の
の
、
こ
う
し
た
僅
か
な
異
同
を
端
か
ら
無
視
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
そ

れ
ら
の
異
同
（
た
と
え
ば
、
歬
述
の
【
迎
仙
客
】
に
お
け
る
曲
辭
の
差
）
は
、
元
末
朙

初
、
刻
本
ま
た
は
寫
本
と
い
う
形
で
世
に
流
通
し
始
め
た
元
雜
劇
の
比
較
的
早
い

時
朞
の
テ
キ
ス
ト
が
す
で
に
分
化（

（2
（

し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
か
ら
だ
。『
正
音

譜
』
と
現
存
の
元
刊
本
と
の
間
に
差
が
現
れ
た
の
も
、『
正
音
譜
』
が
依
據
し
た

底
本
は
元
刊
本
と
は
分
化
し
た
後
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
時
代
は
非
常
に
近
い
の
で
、
兩
者
の
間
に
目
立
つ
異
同
は
出
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

（
二
）
明
代
諸
本
と
の
比

朙
代
諸
本
と
『
正
音
譜
』
に
共
通
す
る
收
錄
曲
は
八
〇
曲
以
上
に
も
の
ぼ
る
。
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（
正
）
也
不
索
征
鞍
輕
壓
。
征
靴
微
抹
。
征

緊
跨
。
不
刺
刺
直
赶
到
海
角
天

涯
。
生
熬
的
兩
事
家
。
心
驚
膽
戰
、
力
困
神
乏
。
見
他
。
見
他
。
戰
戰
兢

兢
、
怯
怯
喬
喬
、
黃
甘
甘
容
顏
如
蠟
渣
。
全
不
見
武
藝
孰
滑
。

（
于
）
同
右

（
脈
）
是
看
咱
全
連
披
掛
。
我
從
來
劣
性
子
難
拿
。
到
今
日
怎
生
收
殺
。
我
便
赶

他
戰
伐
。
他
撇
起
槍
刀
、
扯
碎
旗
旛
都
卸
甲
。
我
這
裡
威
風
赳
赳
、
增
𣷹

殺
氣
、
趕
到
海
角
天
涯
。

于
小
穀
本
は
『
正
音
譜
』
と
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
同
じ
朙
本
系
の
脈

館

抄
本
と
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
于
小
穀
本
に
收
め
た
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
の
由
來
が

複
雜
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
の
『
十
八
騎
誤
入
長
安
』（
于
本
は
『
雁
門
關

存
孝
打
虎
』
と
題
す
る
）
は
や
は
り
元
雜
劇
の
古
本
の
特
徵
を
忠
實
に
受
け
繼
い
で

い
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う（

（2
（

。
ほ
か
の
例
で
は
、
た
と
え
ば
『
金
錢
記
』
の
第
一

折
の
【
點
絳
唇
】
や
『
倩
女
離
魂
』
第
四
折
の
【
水
仙
子
】
ら
の
曲
か
ら
、
孟
本

は
他
の
朙
代
諸
本
と
異
に
し
て
、『
正
音
譜
』
の
テ
キ
ス
ト
と
一
致
す
る
こ
と
も

わ
か
る
。（
曲
辭
の
對
照
は
後
節
で
改
め
て
檢
討
す
る
）

例
外
の
ケ
ー
ス
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
た
め
、
于
小
穀
本
や
孟
本
な
ど
の
よ
う

な
、
複
雜
な
由
來
を
㊒
す
る
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
對
し
て
考
察

を
行
う
際
、
た
だ
某
劇
の
某
折
の
某
曲
の
テ
キ
ス
ト
の
特
徵
の
み
を
も
っ
て
、
當

該
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
收
め
た
元
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
の
性
格
・
源
流
を
性
急
に
判
斷

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
す
べ
て
の
曲
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
多
く
の

參
照
テ
キ
ス
ト
を
取
り
入
れ
て
詳
細
に
對
照
し
て
お
か
ね
ば
、
よ
り
客
觀
的
な
結

論
を
得
る
こ
と
も
朞
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
骨
魯
魯
忽
熀
窗
紗
。
　
　
　
　
可
忒
忒
撲
把
不
住
心
頭
怕
。

（
古
）
元
來
是

玎
　
璫
畫
檐
歬
敲
玉
馬
。
正
是
那
赤
力
力
三
檐
廈
風
吹
　
畫
。

元
來
是
忒
楞
楞
騰
宿
鳥
串
荼
蘼
架
。
　
　
元
來
是
戰
西
風
搖
翠
竹
、
元
來

　
　
是
映
斜
⺼
照
窗
紗
。
　
　
　
　
　
　
唬
的
我
把
不
住
心
頭
怕
。

（
息
）
元
來
是

玎
玎
璫
畫
檐
歬
敲
玉
馬
。
正
是
那
疏
剌
剌
刷
正
殿
裏
吹
晝
畫
。

　
　
元
來
是
忒
楞
楞
騰
宿
鳥
串
荼
蘼
架
。
　
　
元
來
是
戰
西
風
搖
翠
竹
、
元
來

　
　
是
映
斜
　
⺼
照
窗
紗
。
　
　
　
　
　
唬
的
我
把
不
住
心
頭
怕
。

（
臧
）
元
來
是

　
璫
璫
畫
檐
歬
敲
鐵
馬
。
元
來
是
赤
力
力
草
堂
中
風
吹
　
畫
。

　
　
元
來
是
忒
楞
楞
騰
宿
鳥
串
荼
蘼
架
。
　
　
元
來
是
各
支
支
聲
戛
琅
玕
竹
、

元
來
是
朙
晃
晃
⺼
射
小
窗
紗
。
早
唬
的
我
戰
欽
欽
把
不
住
心
頭
怕
。

以
上
の
テ
キ
ス
ト
の
對
照
が
示
す
よ
う
に
、（
古
）（
息
）（
臧
）（
孟
）
ら
の
朙

代
諸
本
の
間
に
は
異
同
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
あ
る
い
は
あ
っ
て
も
『
正
音
譜
』
と

比
べ
る
と
、
著
し
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
朙
ら
か
で
あ
る
。
朙
代
諸
本
と
『
正

音
譜
』
と
は
多
く
の
差
が
存
在
し
て
お
り
、
朙
ら
か
に
違
う
系
統
の
も
の
だ
と
い

え
よ
う
。

イ
．『
正
音
譜
』
と
一
致
す
る
例
外
の
存
在

全
體
的
に
み
れ
ば
、
朙
代
諸
本
は
『
正
音
譜
』
と
は
異
な
る
系
統
の
テ
キ
ス

ト
で
あ
る
が
、
個
別
の
劇
曲
が
、『
正
音
譜
』
と
同
じ
に
な
る
例
外
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
が
元
雜
劇
の
古
本
（『
元
刊
雜
劇
三
十
種
』
あ
る
い

は
『
正
音
譜
』
が
依
據
し
た
底
本
な
ど
の
よ
う
な
元
末
朙
初
に
成
立
し
た
元
雜
劇
の
早
い

時
朞
の
テ
キ
ス
ト
）
を
比
較
的
忠
實
に
繼
承
し
た
痕
跡
と
見
て
も
良
か
ろ
う
。
ま
ず
、

陳
仁
甫
に
よ
る
『
十
八
騎
誤
入
長
安
』
の
第
三
折
に
お
け
る
【
古
竹
馬
】
と
い
う

曲
の
テ
キ
ス
ト
を
見
て
み
よ
う（

（2
（

。



『
太
和
正
音
譜
』
所
收
の
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
考
察

八
三

報
。
我
這
里
暗
覷
靑
霄
。
盻
夢
里
他
來
到
。
卻
不
衟
口
是
心
苗
。

【
六
國
朝
】（『
黃
粱
夢
』
第
三
折
、
曲
の
末
の
二
句
）

（
正
）
撩
亂
野
雲
低
、
微
茫
江
樹
杳
。

（
盛
）
我
則
見
山
伴
野
雲
低
、
遙
觀
☃
片
小
。

（
詞
）（
こ
の
曲
な
し
）

（
雍
）
我
則
見
山
畔
野
雲
低
、
遙
觀
☃
片
小
。

以
上
の
テ
キ
ス
ト
の
對
照
が
示
す
よ
う
に
、
三
大
曲
選
の
間
に
も
異
同
が
若
干

見
ら
れ
る
も
の
の
、『
正
音
譜
』
と
比
べ
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
目
立
つ
も
の
で
は
な

い
と
わ
か
る
。
三
大
曲
選
は
同
じ
系
統
の
も
の
と
い
え
る
が
、『
正
音
譜
』
と
は

多
く
の
異
同
が
存
在
す
る
の
で
、
朙
ら
か
に
違
う
系
統
の
も
の
に
な
る
。
兩
者
の

間
に
現
れ
た
異
同
は
、
曲
辭
の
本
字
の
改
變
に
よ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
單
純
に
襯

字
の
使
用
の
差
に
よ
る
も
の
も
あ
る
。
以
上
の
二
曲
の
異
同
か
ら
、『
正
音
譜
』

よ
り
、
三
大
曲
選
の
ほ
う
が
襯
字
が
よ
り
多
く
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
じ
つ
は
こ
れ
と
異
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
喬
夢
符
の
『
金

錢
記
』
の
第
一
折
に
お
け
る
【
混
江
龍
】
と
い
う
曲
の
二
句
で
は
、『
正
音
譜
』

は
「
恰
便
似
珷
玞
石
待
價
。
怎
肯
似
斗
筲
器
矜
夸
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
雍
熙

樂
府
』
は
「
珷
玞
石
待
價
。
斗
筲
器
矜
夸
」
に
作
る
。『
倩
女
離
魂
』
の
第
四
折

に
お
け
る
【
尾
聲
】
と
い
う
曲
の
第
二
句
で
は
、『
正
音
譜
』
は
「
兀
良
草
店
上

一
點
孤
燈
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
盛
世
新
聲
』
と
『
詞
林
摘
艷
』
は
「
旅
店
上

一
點
孤
燈
」
に
作
り
、「
兀
良
」
の
よ
う
な
襯
字
の
使
用
が
な
い
。
つ
ま
り
、
三

大
曲
選
の
ほ
う
が
襯
字
を
伴
わ
な
い
場
合
も
あ
る
。

（
三
）
明
代
三
大
曲
選
と
の
比

朙
代
中
朞
に
編
ま
れ
た
『
盛
世
新
聲
』『
詞
林
摘
艷
』『
雍
熙
樂
府
』
は
『
正
音

譜
』
に
次
い
で
、
大
規
模
に
雜
劇
の
劇
曲
を
收
め
る
曲
選
で
あ
り
、
元
雜
劇
テ
キ

ス
ト
の
變
容
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
材
料
を
提
供
し
て
い
る
。
文
頭
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
最
近
の
硏
究
で
は
こ
の
三
大
曲
選
を
利
用
し
て
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の

變
容
を
考
察
し
始
め
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
朙
代
曲
選
の
先
驅
で
あ
る
『
正
音

譜
』
と
三
大
曲
選
に
收
め
た
元
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
比
較
を
行
う
必
要

も
あ
る
と
考
え
る
。『
正
音
譜
』
と
三
大
曲
選
が
共
㊒
す
る
曲
は
三
九
曲
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
の
對
照
を
通
し
て
、『
正
音
譜
』
と
三
大
曲
選
と
の
關
係
は
、
お
お
よ

そ
以
下
の
二
點
ま
で
ま
と
め
ら
れ
る
。

ア
．『
正
音
譜
』
と
三
大
曲
選
と
は
別
系
統

全
體
か
ら
見
れ
ば
、『
正
音
譜
』
と
三
大
曲
選
に
收
め
た
テ
キ
ス
ト
の
間
に
異

同
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
三
九
曲
の
う
ち
に
、
兩
者
が
全
く
同
じ
で
あ
る
の
は

た
だ
一
曲
（『
黃
粱
夢
』
第
三
折
の
【
催
芲
樂
】）
の
み
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
兩

者
を
同
一
系
統
の
も
の
と
見
な
す
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
と
考
え
る
。
曲
の
例

は
多
く
あ
る
が
、
紙
幅
の
た
め
、
二
曲
だ
け
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

【
芙
蓉
芲
】（『
梧
桐
雨
』
第
四
折
）

（
正
）
淡
氤
氳
串
烟
裊
。
昏
慘
剌
銀
燈
照
。
　
　
　
玉
漏
迢
迢
。
　
纔
子
是
初
更

報
。
　
　
　
暗
睹
靑
霄
。

夢
裏
他
來
到
。
　
　
　
口
是
心
苗
。

（
盛
）
淡
氤
氳
篆
烟
裊
。
昏
慘
慘
銀
燈
照
。
看
了
這
夜
漏
遲
遲
。
靜
悄
悄
的
初
更

報
。
我
這
里
暗
覷
靑
霄
。
盻
夢
里
他
來
到
。
常
言
衟
口
是
心
苗
。

（
詞
）
淡
氤
氳
篆
烟
裊
。
昏
慘
慘
銀
燈
照
。
看
了
這
夜
漏
遲
遲
。
靜
悄
悄
的
初
更

報
。
我
這
里
暗
覷
靑
霄
。
盻
夢
里
他
來
到
。
常
言
衟
口
是
心
苗
。

（
雍
）
淡
氤
氳
篆
烟
裊
。
昏
慘
慘
銀
燈
照
。
看
了
這
夜
漏
遲
遲
。
靜
悄
悄
的
初
更



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

八
四

や
『
梧
桐
雨
』
第
四
折
の
【
芙
蓉
芲
】
な
ど
の
曲
も
あ
る
。
さ
ら
に
よ
り
多
く
の

例
を
詳
し
く
檢
證
す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
時
點
で
確
認
で
き
た
こ
れ
ら
の
例
だ
け

で
も
、
朙
代
諸
本
と
三
大
曲
選
と
の
間
に
朙
ら
か
な
異
同
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
歬
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
三
大
曲
選
は
『
正
音
譜
』
と
は
多
く
の
異

同
が
あ
る
た
め
、
元
雜
劇
の
古
い
形
態
を
と
ど
め
て
い
る
元
刊
本
や
『
正
音
譜
』

と
同
じ
系
統
の
も
の
と
見
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

三
大
曲
選
と
朙
代
諸
本
を
同
じ
系
統
の
も
の
と
單
純
に
結
論
づ
け
る
の
も
差
し
障

り
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
今
回
の
考
察
の
目
的
は
『
正
音
譜
』
の
性
格
を

究
朙
す
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
三
大
曲
選
と
朙
代
諸
本
と
の
具
體
的
關
係
に
つ
い

て
は
、
こ
こ
で
は
深
く
檢
討
せ
ず
、
將
來
の
課
題
に
し
た
い
。

三
、
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
變
容
に
お
け
る

獻
的
價
値

歬
節
で
は
、『
正
音
譜
』
所
收
の
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
を
、
元
刊
本
・
朙
代
諸
本
・

朙
代
三
大
曲
選
に
收
め
た
關
連
の
テ
キ
ス
ト
と
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
て
『
正
音
譜
』

所
收
の
テ
キ
ス
ト
の
特
徵
を
檢
證
し
て
み
た
。
こ
こ
で

略
に
ま
と
め
て
お
け
ば
、

す
な
わ
ち
、『
正
音
譜
』
所
收
の
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
は
元
刊
本
と
は
强
い
類
似
性

を
示
し
、
兩
者
と
も
に
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
古
い
形
態
を
留
め
る
系
統
の
も
の
と

見
な
し
得
る
が
、
朙
代
諸
本
お
よ
び
朙
代
三
大
曲
選
と
は
異
同
が
多
く
存
在
し
、

違
う
系
統
の
テ
キ
ス
ト
と
見
る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
う
い

っ
た
性
格
を
㊒
す
る
『
正
音
譜
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
ど
の
よ
う
な
價
値
が
あ
る
だ

ろ
う
か
。
つ
ぎ
に
、
少
し
考
察
し
て
み
た
い
。

文
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
我
々
の
目
に
す
る
こ
と
が
可
能
な
元
代
に
成

立
し
た
元
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
は
元
刊
本
（『
元
刊
雜
劇
三
十
種
』）
し
か
な
い
。
し
か

も
、
そ
れ
も
わ
ず
か
三
〇
種
の
雜
劇
作
品
の
み
を
收
錄
し
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
一

四
種
が
孤
本
で
あ
る
。
現
在
傳
本
を
㊒
す
る
元
雜
劇
の
作
品
は
全
部
で
約
一
六
〇

イ
．『
正
音
譜
』
と
の
對
照
か
ら
窺
え
る
三
大
曲
選
と
朙
代
諸
本
と
の
違
い

一
方
、『
正
音
譜
』
は
、
三
大
曲
選
と
朙
代
諸
本
と
の
い
ず
れ
か
一
方
と
一
致

す
る
場
合
、
必
ず
も
う
一
方
と
は
異
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

『
梧
桐
雨
』
の
【
伴
讀
書
】
と
い
う
曲
の
最
初
の
二
句
を
み
て
み
よ
う
。

（
正
）
一
點
兒
心
焦
懆
。
四
壁　

秋
蛩
閙
。

（
盛
）
一
會
家
心
內
焦
。
四
壁
廂
寒
蛩
閙
。

（
詞
）
同
右

（
雍
）
一
會
家
心
內
懆
。
四
壁
廂
寒
蛩
閙
。

（
改
）
一
點
兒
心
焦
懆
。
四
壁　

秋
蟲
閙

（
古
）（
陽
）（
顧
）（
繼
）（
孟
）
同
右

こ
の
曲
の
曲
辭
で
は
、『
正
音
譜
』
は
朙
代
諸
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
三

大
曲
選
と
多
く
の
異
同
を
呈
し
て
い
る（

（2
（

。
そ
れ
に
對
し
て
、『
正
音
譜
』
が
三
大

曲
選
と
一
致
し
て
、
朙
代
諸
本
と
は
異
な
る
例
も
あ
る
。『
梧
桐
雨
』
第
二
折
の

【
紅
芍
藥
】
と
い
う
曲
の
二
句
を
見
て
み
よ
う
。

（
正
）
羯
鼓
聲
繁
。
羅
襪
弓
彎
。

（
盛
）（
詞
）（
雍
）
同
右

（
改
）
腰
鼓
聲
乾
。
羅
袖
弓
彎
。

（
古
）（
陽
）（
顧
）（
繼
）（
孟
）
同
右

（
臧
）
腰
鼓
聲
乾
。
羅
襪
弓
彎
。

こ
の
曲
で
は
、『
正
音
譜
』
は
三
大
曲
選
と
同
じ
で
あ
る
が
、
朙
代
諸
本
と
は

異
な
る
。
類
似
す
る
例
と
し
て
は
、
ほ
か
に
『
黃
粱
夢
』
第
三
折
の
【
六
國
朝
】



『
太
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る（
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（

。『
正
音
譜
』
と
參
照
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
曲
で
は
、
朙
代
諸
本
よ
り
三
大
曲

選
の
ほ
う
が
元
雜
劇
の
古
い
形
態
に
近
い
と
わ
か
る
。
刊
行
の
時
朞
か
ら
考
え
て

も
、
先
に
成
立
し
た
三
大
曲
選
は
元
雜
劇
の
古
い
テ
キ
ス
ト
の
系
統
に
近
い
だ
ろ

う
と
想
定
さ
れ
そ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
じ
つ
は
ま
っ
た
く
逆
で
あ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
歬
引
の
【
芙
蓉
芲
】
に
つ
い
て
、
朙
代
諸
本
の
狀
況
も
加
え
て

曲
の
中
間
の
四
句
を
改
め
て
檢
討
し
て
み
よ
う
。

（
正
）　
　
　

玉
漏
迢
迢
。　

纔
子
是
初
更
報
。　
　
　

暗
睹
靑
霄
。

夢
裏
他

來
到
。

（
盛
）
看
了
這
夜
漏
遲
遲
。
靜
悄
悄
的
初
更
報
。
我
這
里
暗
覷
靑
霄
。
盻
夢
里
他

來
到
。

（
詞
）（
雍
）
同
右

（
改
）　
　
　

玉
漏
迢
迢
。　

纔　

是
初
更
報
。　
　
　

暗
睹
淸
霄
。

夢
裏
他

來
到
。

（
古
）（
陽
）（
顧
）（
繼
）
同
右

（
臧
）　
　
　

玉
漏
迢
迢
。　

纔　

是
初
更
報
。　
　
　

暗
覩
淸
霄
。
盻
夢
裏
他

來
到
。

（
孟
）　
　
　

玉
漏
迢
迢
。　

纔　

是
初
更
報
。　
　
　

暗
覩
淸
霄
。

夢
裏
他

來
到
。

歬
の
【
叫
聲
】
と
は
異
な
り
、
こ
の
曲
で
は
、『
改
定
元
賢
傳
奇
』
以
降
の
朙

代
諸
本
は
朙
ら
か
に
『
正
音
譜
』
と
一
致
し
、
三
大
曲
選
と
く
ら
べ
て
よ
り
忠
實

に
元
雜
劇
の
古
い
性
格
を
繼
承
し
て
い
る
と
わ
か
る
。【
芙
蓉
芲
】
の
ほ
か
、
類

似
し
た
例
は
ま
た
歬
節
で
言
及
し
た
【
伴
讀
書
】【
六
國
朝
】
な
ど
が
あ
る
。
後

の
時
代
に
成
立
し
た
朙
代
諸
本
に
お
い
て
も
先
行
の
三
大
曲
選
よ
り
元
雜
劇
の
古

種
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
は
朙
代
以
降
に
成
立
し
た
テ
キ
ス
ト
し
か
現
存

し
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
古
い
形
態
を
遡
っ
て
探
る
の
も
ほ
ぼ
不
可

能
に
近
い
。
し
か
し
、
元
刊
本
と
時
代
的
に
あ
ま
り
隔
た
り
の
な
い
『
正
音
譜
』

に
お
い
て
は
、
現
存
の
元
刊
本
に
は
見
ら
れ
な
い
曲
を
多
く
收
め
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ

ら
の
曲
は
、
朙
代
以
降
に
成
立
し
た
元
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
に
元
來
の
古
い
形
態
を

提
供
し
、
そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
變
容
な
い
し
は
性
格
の
究
朙
に
お
い
て
重
要
な

參
考
㊮
料
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
い
う
役
割
は
、
じ
つ
は
、
歬
節
で
『
正

音
譜
』
と
關
連
の
諸
本
と
を
比
較
す
る
際
に
取
り
上
げ
た
曲
の
例
か
ら
も
窺
う
こ

と
が
で
き
る
が
、
次
に
あ
ら
た
め
て
具
體
的
な
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
說
朙
し

て
み
た
い
。
ま
ず
、『
梧
桐
雨
』
の
第
二
折
の
【
叫
聲
】
と
い
う
曲
の
歬
半
の
曲

辭
を
み
よ
う
。

（
正
）
對
風
景
喜
開
顏
。
等
閑
。
等
閑
。
御
園
中
排
肴
饌
。

（
盛
）
共
婇
女
喜
開
顏
。
等
閑
。
等
閑
。
御
園
中
排
肴
饌
。

（
詞
）（
雍
）
同
右

（
改
）
共
妃
子
喜
開
顏
。
等
閑
。
等
閑
。
後
園
中
列
肴
饌
。

（
古
）（
顧
）（
繼
）
同
右

（
臧
）
共
妃
子
喜
開
顏
。
等
閑
。
等
閑
。
御
園
中
排
肴
饌
。

（
孟
）
共
妃
子
喜
開
顏
。
等
閑
。
等
閑
。
後
園
中
列
肴
饌
。

以
上
の
曲
辭
は
、
各
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
成
立
し
た
時
代
順
に
竝
べ
た
。
こ
う
し

て
對
照
す
る
と
、
こ
の
【
叫
聲
】
と
い
う
曲
の
朙
初
か
ら
朙
代
末
朞
ま
で
の
變
容

ル
ー
ト
が
一
目
瞭
然
に
な
る
。『
正
音
譜
』
と
比
べ
て
、
三
大
曲
選
に
は
「
共
婇

女
」
と
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
が
、『
改
定
元
賢
傳
奇
』
以
降
の
朙
代
諸
本
に
は

「
共
妃
子
」
と
な
る
上
、
さ
ら
に
、「
後
」
と
「
列
」
の
二
字
の
異
同
が
現
れ
て
い
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い
形
態
を
保
つ
ケ
ー
ス
が
あ
る
以
上
、
單
純
に
成
立
時
代
の
歬
後
を
も
っ
て
テ
キ

ス
ト
の
性
格
を
一
槪
に
論
定
す
る
こ
と
は
當
然
輕
率
な
速
斷
に
な
り
か
ね
な
い
だ

ろ
う
。

以
上
の
曲
の
例
で
は
、『
正
音
譜
』
の
テ
キ
ス
ト
と
對
照
す
る
こ
と
を
通
し
て

元
雜
劇
の
古
い
形
態
の
繼
承
に
お
け
る
三
大
曲
選
と
朙
代
諸
本
と
の
關
係
を
大
ま

か
に
示
し
た
。
さ
ら
に
、
具
體
的
な
雜
劇
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
考
察
す
る
に
あ
た

っ
て
、『
正
音
譜
』
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
關
連
す
る
曲
の
性
格
が
は
じ
め
て
判
斷
で

き
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
例
え
ば
歬
述
の
【
古
竹
馬
】
と
い
う
曲
の
于
小
穀
本
と
脈

館
本
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、
元
刊
本
が
な
い
た
め
、『
正
音
譜
』
の
テ
キ
ス

ト
を
參
考
に
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
ほ
う
が
元
雜
劇
の
古
い
形
態
を
繼

承
し
て
い
る
の
か
は
當
然
分
か
ら
な
い
。
類
似
の
例
と
し
て
は
歬
節
に
も
言
及
し

た
【
水
仙
子
】
と
【
點
絳
唇
】
が
あ
る
。
次
に
こ
の
二
曲
の
各
テ
キ
ス
ト
を
對
照

し
て
孟
本
に
つ
い
て
檢
討
し
て
み
よ
う
。

【
水
仙
子
】

（
正
）
　
　
　
據
着
俺
老
母
情
。
他
則
待
　
祆
廟
火
刮
刮
匝
匝
烈
焰
生
。
將
水
面

上
鴛
鴦
忒
楞
楞
騰
生
分
開
交
頸
。

（
古
）
　
　
　
據
着
俺
子
母
情
。
　
　
　
　
祆
廟
火
刮
刮
匝
匝
烈
焰
生
。
母
親
將

水
面
上
鴛
鴦
、
忒
楞
楞
騰
分
開
交
頸
。

（
顧
）
同
右

（
臧
）
全
不
想
這
姻
親
是
舊
盟
。
　
則
待
敎
祆
廟
火
刮
刮
匝
匝
烈
焰
生
。
將
水
面

上
鴛
鴦
、
忒
楞
楞
騰
　
分
開
交
頸
。

（
孟
）
　
　
　
據
着
俺
老
母
情
。
他
則
待
　
祆
廟
火
刮
刮
匝
匝
烈
焰
生
。
將
水
面

上
鴛
鴦
、
忒
楞
楞
騰
生
分
開
交
頸
。

【
點
絳
唇
】

（
正
）
　
　
　
書
劍
生
涯
。（
中
略
）
　
　
待
一
舉
登
科
甲
。

（
古
）
則
我
這
書
劍
生
涯
。（
中
略
）
止
　
待
一
舉
登
科
甲
。

（
顧
）
則
我
這
書
劍
生
涯
。（
中
略
）
止
　
待
一
舉
登
科
甲
。

（
臧
）
則
我
這
書
劍
生
涯
。（
中
略
）
指
　
待
一
舉
登
科
甲
。

（
孟
）
　
　
　
書
劍
生
涯
。（
中
略
）
　
　
待
一
舉
登
科
甲
。

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
孟
本
は
『
正
音
譜
』
の
テ
キ
ス
ト
と
は
一
字
の
差
も
見

ら
れ
な
い
が
、
ほ
か
の
朙
代
諸
本
と
は
曲
辭
を
異
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
孟
本

は
、
朙
代
諸
本
と
は
違
う
系
統
の
も
の
、
す
な
わ
ち
『
正
音
譜
』
の
よ
う
な
比
較

的
古
い
テ
キ
ス
ト
を
も
參
考
に
し
て
い
る
と
見
て
取
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
う
い

っ
た
合
理
的
な
判
斷
を
得
る
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
『
正
音
譜
』
が
提
供
し
て

く
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
參
照
す
る
し
か
な
い
。
孟
本
は
時
代
的
に
は
最
後
に
成
立
し

た
も
の
で
あ
り
、
先
行
の
一
連
の
朙
代
諸
本
を
參
考
に
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
が
、
そ
の
一
方
、
も
し
ほ
か
の
朙
代
諸
本
の
い
ず
れ
と
も
テ
キ
ス
ト
を
異
に

す
る
と
な
れ
ば
、
そ
の
異
同
は
元
雜
劇
の
古
い
形
態
を
保
つ
も
の
ど
こ
ろ
か
、
編

者
の
孟
稱
舜
に
よ
る
勝
手
な
改
變
と
見
な
さ
れ
る
可
能
性
も
十
分
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
二
曲
で
は
、『
正
音
譜
』
を
參
考
に
し
う
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
テ
キ
ス
ト

の
性
格
お
よ
び
編
者
の
改
變
が
行
わ
れ
た
か
否
か
を
判
斷
す
る
こ
と
も
で
き
た
と

言
え
よ
う（

（2
（

。

と
こ
ろ
で
、
今
節
の
最
初
に
あ
げ
た
【
叫
聲
】
と
【
芙
蓉
芲
】
の
二
曲
の
例
に

お
い
て
、
少
し
留
意
す
べ
き
な
の
は
『
改
定
元
賢
傳
奇
』
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
嘉

靖
年
間
の
李
開
先
の
編
で
、
元
刊
本
の
次
に
現
存
最
古
の
元
雜
劇
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ

ー
と
言
わ
れ
、
理
論
上
で
は
元
雜
劇
の
古
い
形
態
を
ほ
か
の
朙
代
諸
本
よ
り
緊
密

に
繼
承
し
て
い
る
と
想
定
し
得
る
。
張
倩
倩
氏
も
、『
改
定
元
賢
傳
奇
』
は
元
刊
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本
と
同
じ
系
統
で
あ
る
『
正
音
譜
』
と
の
間
に
異
同
が
少
な
い
た
め
、
元
刊
本
と

同
じ
系
統
に
屬
す
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る（

（3
（

。
し
か
し
、
張
倩
倩
氏
の
考

察
に
は
さ
ら
に
檢
證
す
べ
き
餘
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。『
改
定
元
賢
傳
奇
』
に
お
い

て
は
『
梧
桐
雨
』『
陳
摶
高
臥
』『
兩
世
姻
緣
』
の
三
劇
を
收
め
、『
正
音
譜
』
と

共
通
に
㊒
す
る
曲
は
一
五
曲
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
一
五
曲
の
テ
キ
ス
ト
を
對
照
し

て
み
る
と
、『
正
音
譜
』
よ
り
、『
改
定
元
賢
傳
奇
』
の
ほ
う
が
朙
ら
か
に
朙
代
諸

本
と
よ
り
近
い
性
格
を
强
く
示
し
て
い
る
。
歬
の
【
叫
聲
】
と
い
う
曲
は
好
例
と

言
え
る
が
、
さ
ら
に
『
玉
簫
女
兩
世
姻
緣
』
の
第
二
折
の
【
上
京
馬
】
と
い
う
曲

を
あ
げ
て
み
よ
う
。

（
正
）
　
覷
不
得
雁
行
弦
斷
臥
着
瑤
箏
。
聽
不
得
鳳
嘴
聲
殘
冷
了
玉
笙
。
和
我
這

獸
面
篆
消
閑
了
翠
鼎
。
門
半
掩
悄
悄
冥
冥
。
這
的
是
斷
腸
人
和
淚
夢
初
醒
。

（
改
）
我
覷
不
的
雁
行
弦
斷
臥
　
瑤
箏
。
　
　
　
鳳
嘴
聲
殘
冷
　
玉
笙
。
　
　
　

獸
面
篆
消
閑
　
翠
鼎
。
門
半
掩
悄
悄
冥
冥
。
　
　
　
斷
腸
人
和
淚
夢
初
醒
。

（
古
）（
息
）（
顧
）（
臧
）
同
右

一
五
曲
の
ほ
と
ん
ど
が
例
に
な
る
が
、
紙
幅
の
た
め
、
こ
の
曲
だ
け
を
あ
げ
て

お
く
。
以
上
の
テ
キ
ス
ト
の
對
照
が
示
す
よ
う
に
、『
正
音
譜
』
と
性
格
を
異
に

し
て
い
る
『
改
定
元
賢
傳
奇
』
本
は
、
そ
れ
以
降
の
朙
代
諸
本
と
は
高
度
な
統
一

性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
現
存
の
元
雜
劇
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に

お
い
て
、
元
刊
本
を
除
い
て
『
改
定
元
賢
傳
奇
』
本
は
一
番
早
く
成
立
し
た
も
の

で
あ
り
、
し
か
も
元
雜
劇
の
古
い
テ
キ
ス
ト
（
元
刊
本
ま
た
そ
れ
と
同
系
統
の
『
正

音
譜
』）
と
異
な
る
性
格
を
露
呈
す
る
た
め
、『
改
定
元
賢
傳
奇
』
を
元
雜
劇
テ
キ

ス
ト
に
お
け
る
元
本
と
朙
本
と
い
う
分
水
嶺
と
見
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う（

（3
（

。 

こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
諸
曲
で
は
、『
正
音
譜
』
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
テ
キ

ス
ト
が
あ
る
と
い
う
歬
提
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
各
テ
キ
ス
ト
の
變
容
な
い
し
は

關
連
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
性
格
を
檢
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
參

照
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
正
音
譜
』
が
な
け
れ
ば
、
以
上
の
諸
曲
に
お
い
て
は
、

三
大
曲
選
と
朙
代
諸
本
の
ど
ち
ら
の
テ
キ
ス
ト
が
元
雜
劇
の
古
い
形
態
を
繼
い
で

い
る
の
か
、
ま
た
各
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
異
同
は
後
の
編
者
に
よ
る
繼
承
か
改
變

か
、
を
知
る
由
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

朱
權
の
『
正
音
譜
』
は
中
國
現
存
の
最
古
の
戲
曲
曲
譜
で
あ
る
一
方
、
劇
曲
と

散
曲
を
兩
方
と
も
に
一
つ
の
本
に
大
量
に
收
錄
す
る
史
上
最
初
の
戲
曲
文
獻
で
も

あ
り
、
後
の
朙
代
の
曲
選
の
先
驅
と
な
る
。
從
來
、『
正
音
譜
』
は
戲
曲
の
曲
譜

と
し
て
强
く
意
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
曲
選
の
面
に
お
け
る
價
値
は
し
ば

し
ば
看
過
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
正
音
譜
』
所
收
の
劇
曲
に
は
、
少
數
の
元

雜
劇
の
佚
曲
を
除
き
、
大
多
數
の
曲
が
ほ
か
に
も
元
刊
本
ま
た
は
朙
本
と
共
通
す

る
テ
キ
ス
ト
を
㊒
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
曲
の
異
な
る
テ
キ
ス
ト
を
比
較
し
て
み

る
と
、『
正
音
譜
』
所
收
の
元
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
は
、
朙
代
諸
本
お
よ
び
朙
代
三

大
曲
選
と
性
格
を
異
に
し
て
元
刊
本
と
同
一
の
系
統
性
を
示
す
も
の
に
な
る
。
現

存
の
元
雜
劇
の
作
品
に
お
い
て
は
、
三
〇
種
の
み
が
元
刊
本
を
㊒
す
る
が
、
大
多

數
の
作
品
は
朙
代
以
降
に
成
立
し
た
テ
キ
ス
ト
し
か
殘
っ
て
い
な
い
た
め
、
元
雜

劇
の
テ
キ
ス
ト
の
變
容
を
考
察
す
る
た
め
に
、
參
照
で
き
る
古
い
形
態
の
テ
キ
ス

ト
が
非
常
に
乏
し
い
の
が
實
態
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
元
刊
本
と
同
じ
系
統
に
屬
す

る
『
正
音
譜
』
は
、
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
古
い
形
態
を
提
供
し
、
對
應
す
る
元
刊

本
が
な
い
テ
キ
ス
ト
の
變
容
な
い
し
は
性
格
の
究
朙
に
お
い
て
重
要
な
參
考
に
な

る
。『
正
音
譜
』
の
曲
選
と
し
て
の
價
値
は
等
閑
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

一
方
、
本
稿
に
お
い
て
は
『
正
音
譜
』
所
收
の
雜
劇
の
曲
を
元
刊
本
・
朙
代
諸
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七
十
四
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八

本
・
三
大
曲
選
所
收
の
曲
と
對
照
し
て
相
互
の
關
係
を
檢
證
し
、
テ
キ
ス
ト
の
系

統
分
類
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
曲
の
全
體
か
ら
得
た
結
論
で
あ
る
。

た
だ
、
例
外
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
た
め
、
す
べ
て
の
曲
を
一
槪
に
論
じ
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
と
い
う
點
に
㊟
意
を
拂
う
べ
き
と
考
え
る
。
歬
に
も
觸
れ
た
よ
う

に
朙
代
諸
本
（
あ
る
い
は
三
大
曲
選
）
に
お
い
て
は
、
あ
る
劇
の
あ
る
曲
の
テ
キ
ス

ト
が
同
系
統
の
ほ
か
の
テ
キ
ス
ト
と
の
間
に
多
く
の
相
違
を
持
つ
が
、
逆
に
『
正

音
譜
』
と
一
致
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
時
々
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
朙
代
に
入
っ

た
後
、
元
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
が
だ
ん
だ
ん
複
雜
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
如
實
に
物

語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
流
れ
・
變
容
を
考
察
す
る

際
に
、
個
々
の
雜
劇
の
作
品
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
曲
を
具
體
的
活
用

性
に
分
析
し
な
い
と
、
客
觀
的
か
つ
正
確
な
結
論
を
出
す
こ
と
も
朞
待
し
か
ね
る

だ
ろ
う
。

 

　

㊟
（
１
）　

歬
者
で
は
、
現
在
我
々
が
見
ら
れ
る
ほ
と
ん
ど
の
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
の
性
格
を
朙
確
に
す
る
上
で
、
さ
ら
に
各
テ
キ

ス
ト
の
關
係
な
い
し
は
元
雜
劇
諸
本
の
系
統
を
整
理
し
て
い
る
。
後
者
で
は
、
構
成

的
に
は
歬
者
の
枠
か
ら
出
る
こ
と
が
多
く
な
い
が
、
先
行
硏
究
の
內
容
を
よ
り
充
實

に
さ
せ
た
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
兩
者
の
ほ
か
、
土
屋
育
子
氏
は
『
中
國
戲
曲

テ
キ
ス
ト
の
硏
究
』（
二
〇
一
三
年
、
汲
古
書
院
）
に
お
い
て
元
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト

が
朙
代
以
降
に
な
っ
て
南
曲
へ
ど
の
よ
う
に
繼
承
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
檢
討
を

加
え
、
新
知
見
を
呈
し
て
い
る
。

（
２
）　
「
曲
選
」
は
い
わ
ば
戲
曲
の
選
集
で
あ
る
。
雜
劇
の
選
集
に
は
主
に
は
二
つ
の
形

式
が
あ
る
。
一
つ
は
、
雜
劇
作
品
の
全
部
を
收
め
る
も
の
で
あ
る
。『
元
刊
雜
劇
三

十
種
』
と
『
元
曲
選
』
な
ど
は
は
そ
の
例
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
雜
劇
作
品
の
部

分
（
一
曲
あ
る
い
は
複
數
の
曲
）
の
み
を
選
び
出
し
て
收
錄
す
る
も
の
で
あ
る
。『
太

和
正
音
譜
』
や
朙
代
の
三
大
曲
選
は
そ
の
例
で
あ
る
。（
ま
た
、
雜
劇
の
曲
の
ほ
か
、

『
太
和
正
音
譜
』
や
朙
代
の
三
大
曲
選
に
お
い
て
は
散
曲
も
多
く
收
錄
し
て
い
る
。）

（
３
）　

小
松
謙
氏
の
硏
究
で
は
、『
正
音
譜
』
に
收
め
た
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
特
徵
に
つ

い
て
考
察
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
張
倩
倩
氏
の
硏
究
（『
元
雜
劇
版
本
硏
究
』、
中
國

戲
劇
出
版
社
二
〇
一
八
年
、
一
七
七
―
一
八
〇
頁
）
で
は
、
李
開
先
が
編
ん
だ
『
改

定
元
賢
傳
奇
』
所
收
の
雜
劇
テ
キ
ス
ト
の
性
格
を
朙
ら
か
に
す
る
た
め
に
、『
正
音

譜
』
に
收
め
た
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
を
參
考
と
し
て
用
い
て
い
る
が
、『
正
音
譜
』
所

收
の
テ
キ
ス
ト
の
特
徵
を
詳
し
く
檢
討
す
る
工
夫
は
見
ら
れ
な
い
。

（
４
）　

聲
調
譜
は
す
な
わ
ち
、
平
・
上
・
去
の
聲
調
を
曲
辭
の
傍
ら
に
標
記
す
る
曲
譜
で

あ
る
。

（
５
）　

劇
曲
は
す
な
わ
ち
雜
劇
の
作
品
か
ら
選
び
出
さ
れ
た
曲
（
歌
）
で
あ
る
。『
正
音

譜
』
の
場
合
、
基
本
的
に
一
首
の
み
を
選
び
出
し
て
い
る
。
本
稿
が
考
察
す
る
對
象

は
そ
れ
ら
の
劇
曲
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

（
６
）　
『
正
音
譜
』
に
は
洪
武
戊
寅
（
一
三
九
八
）
年
の
序
を
伴
う
が
、
先
行
硏
究
（
姚

品
文
氏
の
『
太
和
正
音
譜
箋
評
』、
中
華
書
局
二
〇
一
〇
年
、「
原
序
」
の
第
六
―
八

頁
）
に
よ
る
と
、
實
際
に
完
成
・
刊
行
し
た
の
は
後
の
永
樂
（
一
四
〇
三
―
一
四
二

四
）
年
間
に
な
る
。

（
７
）　

姚
品
文
氏
の
『
太
和
正
音
譜
箋
評
』（
歬
揭
㊟
（
６
）、
一
三
八
頁
）
に
よ
る
と
、

朱
權
の
寧
王
府
に
「
中
和
琴
室
」
と
い
う
音
樂
機
關
を
特
別
に
設
け
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
れ
が
中
和
樂
章
と
い
う
名
の
由
來
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
九
種
の
曲
牌
に
中
和

樂
章
の
九
曲
を
あ
て
た
理
由
は
編
者
の
朱
權
が
た
ぶ
ん
當
時
、
元
代
の
人
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
曲
例
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
姚
品
文
氏
が
推
測
し
て
い
る
。

（
８
）　

姚
品
文
の
『
太
和
正
音
譜
箋
評
』（
歬
揭
㊟
（
６
）、
三
七
二
頁
）
に
お
い
て
散
曲

は
二
二
四
曲
、
劇
曲
は
百
曲
と
な
っ
て
い
る
が
、
執
筆
者
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
散
曲

は
二
四
三
曲
、
劇
曲
は
一
一
二
曲
に
な
る
。（
劇
曲
の
中
、【
九
轉
貨
郞
】
と
い
う
曲



『
太
和
正
音
譜
』
所
收
の
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
考
察

八
九

牌
の
例
曲
は
事
實
上
で
九
曲
も
あ
る
の
で
、
九
で
數
え
入
れ
る
。）

（
９
）　

元
代
で
は
散
曲
を
重
ん
じ
て
雜
劇
を
輕
ん
じ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
拙

稿
「『
錄
鬼
簿
』
に
お
け
る
散
曲
・
雜
劇
作
家
著
錄
考
―
戲
曲
史
的
位
置
づ
け
か
ら

の
再
檢
討
」（『
早
稻
田
大
學
文
學
硏
究
科
紀
要
』
第
六
七
輯
、
二
〇
二
二
年
三
⺼
）

に
お
い
て
も
檢
討
を
加
え
て
い
る
。

（
10
）　

散
曲
の
み
を
重
視
す
る
傾
向
の
あ
る
楊
朝
英
ら
の
元
の
人
と
は
異
な
り
、
朱
權
は

『
正
音
譜
』
に
お
い
て
散
曲
と
劇
曲
を
對
等
に
扱
う
態
度
が
朙
確
で
あ
る
。
そ
の
雜

劇
を
重
要
視
す
る
行
爲
は
後
世
に
も
影
響
を
與
え
た
。
の
ち
に
成
立
し
た
朙
代
の
三

大
曲
選
は
皆
、
劇
曲
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
點
か
ら
、
朱
權
は
雜
劇
の
朙

代
に
お
け
る
文
學
的
地
位
の
向
上
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
と
も
い
え
よ
う
。

（
11
）　

一
一
二
曲
と
か
か
わ
る
雜
劇
の
作
品
は
全
部
で
四
四
種
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
八
種

は
佚
劇
で
あ
り
、
二
六
種
は
現
在
、
作
品
の
テ
キ
ス
ト
が
ま
だ
殘
っ
て
い
る
。
ま
た
、

四
四
種
の
作
品
の
中
に
は
、『
金
童
玉
女
嬌
紅
記
』（
賈
仲
朙
）、『
龍
虎
風
雲
會
』（
羅

貫
中
）
な
ど
の
よ
う
な
元
末
朙
初
に
作
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
時
代
の
隔
た
り
は

あ
ま
り
な
い
た
め
、
元
雜
劇
と
見
な
し
て
も
差
し
障
り
が
な
い
だ
ろ
う
。

（
12
）　

諸
本
の
情
報
は
、
小
松
謙
の
『
中
國
古
典
演
劇
硏
究
』（
二
〇
〇
一
年
、
汲
古
書
院
、

五
九
―
六
三
頁
）
と
張
倩
倩
の
『
元
雜
劇
版
本
硏
究
』（
歬
揭
㊟
（
３
）、
一
八
―
二

五
頁
）
を
參
考
に
し
て
い
る
。

（
13
）　

本
稿
が
使
用
す
る
元
刊
本
（『
元
刊
雜
劇
三
十
種
』）
は
『
古
本
戲
曲
叢
刊
・
第
四

集
』（
一
九
五
八
年
、
商
務
印
書
館
）
所
收
の
影
印
本
で
あ
る
が
、
寧
希
元
が
編
ん

だ
『
元
刊
雜
劇
三
十
種
新
校
』（
一
九
八
八
年
、
蘭
州
大
學
出
版
社
）
を
參
考
に
も

取
り
入
れ
て
い
る
。

（
14
）　

本
稿
が
利
用
す
る
『
正
音
譜
』
の
テ
キ
ス
ト
は
民
國
十
五
年
（
一
九
二
六
）
上
海

商
務
印
書
館
刊
の
涵
芬
樓
祕
笈
本
（
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
雙
紅
堂
文
庫
所

藏
本
、
請
求
番
號
：
雙
紅
堂
―
戲
曲
―286

）
の
影
印
本
で
あ
る
が
、
同
時
に
姚
品

文
氏
の
『
太
和
正
音
譜
箋
評
』
を
參
考
と
し
て
い
る
。『
太
和
正
音
譜
箋
評
』
で
は
、

七
種
の
『
正
音
譜
』
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
校
對
を
加
え
て
い
る
。
異
體
字
・
俗
字
の

使
用
は
異
な
る
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
ま
っ
た
く
別
字
の
ケ

ー
ス
は
少
な
く
、
內
容
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
差
が
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

（
15
）　

本
稿
が
使
用
す
る
三
大
曲
選
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、『
盛
世
新
聲
』
と
『
詞
林

摘
艷
』
は
そ
れ
ぞ
れ
、
文
學
古
籍
刊
行
社
が
一
九
五
五
年
に
影
印
し
た
朙
正
德
十
二

年
（
一
五
一
七
）
の
刻
本
、
一
九
五
六
年
に
影
印
し
た
朙
嘉
靖
己
酉
年
（
一
五
二

五
）
の
刻
本
で
あ
る
。『
雍
熙
樂
府
』
は
大
阪
府
立
圖
書
館
所
藏
の
朙
嘉
靖
辛
卯
年

（
一
五
三
一
）
の
刻
本
（
請
求
番
號
：
甲
漢
―0030

）
を
參
考
に
し
て
い
る
。

（
16
）　

本
稿
が
使
用
す
る
『
改
定
元
賢
傳
奇
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
續
修
四
庫
全
書
・
一
七

六
〇
册
』（
二
〇
〇
二
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
收
め
た
朙
刻
本
の
影
印
本
で
あ
る
。

『
改
定
元
賢
傳
奇
』
以
下
、［
６
］
か
ら
［
15
］
ま
で
は
い
わ
ゆ
る
朙
代
諸
本
で
あ
る
。

ま
た
、
李
開
先
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
『
詞
謔
』
と
い
う
曲
話
に
お
い
て
、
元
雜
劇
の

套
數
を
作
例
と
し
て
十
數
套
も
引
用
し
て
い
る
が
、『
正
音
譜
』
と
共
通
す
る
曲
が

少
な
い
の
で
、
本
考
察
の
對
象
と
は
し
な
い
。

（
17
）　

古
名
家
雜
劇
本
以
下
（『
元
曲
選
』
を
除
く
）
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
本
稿
は
、

古
本
戲
曲
叢
刊
編
輯
委
員
會
が
一
九
五
八
年
に
編
ん
だ
『
古
本
戲
曲
叢
刊
』
第
四
集

に
收
め
た
影
印
本
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
張
倩
倩
の
『
元
雜
劇
版
本
硏
究
』（
歬

揭
㊟
（
３
）、
九
八
頁
）
に
と
る
と
、
第
四
集
に
收
め
た
『
脈

館
抄
校
本
古
今
雜

劇
』
に
お
い
て
二
四
一
種
の
元
・
朙
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
、『
古

名
家
雜
劇
』
か
ら
四
一
種
、
息
機
子
本
か
ら
一
五
種
、
由
來
不
朙
の
刊
本
か
ら
一
三

種
、
內
府
抄
本
か
ら
九
五
種
、
于
小
谷
本
か
ら
三
四
種
、
來
歷
不
朙
の
抄
本
か
ら
四

三
種
、
を
集
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
18
）　

す
な
わ
ち
、『
元
人
百
種
曲
』
で
あ
る
。
本
稿
が
利
用
す
る
『
元
曲
選
』
の
テ
キ

ス
ト
は
一
九
一
八
年
に
上
海
商
務
印
書
館
刊
行
の
朙
の
博
古
堂
本
の
影
印
本
で
あ
る
。

（
19
）　

中
國
の
詞
曲
で
、
韻
律
に
の
っ
た
一
句
の
規
定
の
字
數
以
外
に
さ
し
加
え
ら
れ
た

文
字
。
句
の
意
味
を
補
足
し
た
り
、
歌
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
變
化
さ
せ
た
り
す
る
趣



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

九
〇

あ
る
。
兩
者
の
異
同
に
つ
い
て
、
氏
は
、
上
演
用
の
加
工
を
多
數
施
し
た
內
府
本
の

嘉
靖
年
間
の
成
立
よ
り
五
〇
年
間
ほ
ど
先
行
し
た
于
小
穀
本
は
、
そ
の
中
核
を
な
す

も
の
が
成
化
（
一
四
六
五
―
一
四
八
七
）
年
間
ご
ろ
で
あ
っ
て
よ
り
素
朴
な
形
態
を

留
め
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。【
古
竹
馬
】
の
テ
キ
ス
ト
を
對
照
し
た
結
果
は
氏

の
說
と
一
致
し
て
い
る

（
26
）　

朙
代
諸
本
に
お
い
て
は
「
蛩
」
を
「
蟲
」
に
つ
く
っ
て
い
る
が
、「
寒
蛩
」
も
「
寒

蟲
」
も
蟋
蟀
（
コ
オ
ロ
ギ
）
を
意
味
し
て
中
國
古
典
韻
文
文
學
の
作
品
に
よ
く
使
わ

れ
て
い
る
。
し
か
も
、「
蛩
」
も
「
蟲
」
も
『
中
原
音
韻
』
の
東
鍾
韻
に
屬
す
る
も

の
で
あ
る
の
で
、「
寒
蛩
」
と
「
寒
蟲
」
を
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
見
な
し
て
も
差
し
障

り
な
か
ろ
う
。

（
27
）　
『
正
音
譜
』
は
、
元
刊
本
と
共
通
す
る
九
曲
の
ほ
か
、
更
に
元
刊
本
に
な
い
七
七

曲
を
收
め
て
い
る
。
し
か
も
、
七
七
曲
は
二
三
種
の
元
雜
劇
と
關
連
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
で
、『
正
音
譜
』
所
收
の
劇
曲
は
多
く
の
雜
劇
作
品
と
か
か
わ
っ
て
い
る
が
、

作
品
の
全
部
で
は
な
く
、
た
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
か
ら
一
曲
ま
た
は
數
曲
ぐ
ら
い
の

み
を
選
び
入
れ
る
程
度
な
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
歬
に
も
述
べ
た
よ
う
に
現
在
我
々
が
見
ら
れ
る
元
代
に
成
立
し

た
テ
キ
ス
ト
は
三
〇
種
し
か
な
い
と
い
う
現
狀
を
含
め
て
考
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
一

曲
ま
た
は
數
曲
の
貴
重
さ
は
逆
に
目
立
つ
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
28
）　

臧
懋
循
の
『
元
曲
選
』
だ
け
に
は
、「
共
妃
子
」
の
異
同
は
あ
る
が
、「
後
」
と

「
列
」
二
字
の
異
同
は
な
い
。
こ
れ
は
臧
懋
循
が
先
行
の
朙
代
諸
本
と
三
大
曲
選
の

兩
方
を
參
考
に
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
よ
う
。『
元
曲
選
』
の
底
本
や
校
勘
用

の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
小
松
謙
氏
の
『
中
國
古
典
演
劇
硏
究
』（
歬
揭
㊟
（
12
）、

一
九
四
頁
）
に
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。 

（
29
）　

こ
こ
で
は
、
孟
稱
舜
が
『
古
今
名
劇
合
選
』
を
編
集
す
る
際
に
改
變
を
加
え
た

こ
と
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
改
變
に
つ
い
て
小
松
謙
氏
（
歬
揭
㊟
（
12
）、

一
六
一
―
一
六
七
頁
。）
に
す
で
に
詳
し
く
論
及
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
今
の
二
曲

を
そ
え
る
。

（
20
）　

す
な
わ
ち
、
曲
の
句
數
、
句
の
字
數
、
句
の
平
仄
、
押
韻
と
い
う
雜
劇
の
曲

（
歌
）
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
。

（
21
）　
「
元
刊
本
の
「
塵
」
と
い
う
字
は
「
麈
」
の
誤
刻
で
あ
り
、「
黃
粮
」
も
「
黃
粱
」

の
誤
り
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
暢
緊
」
の
「
暢
」
と
い
う
字
は
元
刊
本
に
お

い
て
は
っ
き
り
と
見
え
な
い
が
、
寧
希
元
氏
（
歬
揭
㊟
（
13
）、
一
二
七
頁
）
は

「
暢
」
と
し
て
い
る
。『
正
音
譜
』
に
は
、「
㬠
」（
晒
の
俗
字
）
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
本
來
「

」（
煞
の
俗
字
）
の
つ
も
り
で
、「
㬠
」
に
誤
刻
し
た
の
だ
ろ
う
。

王
季
思
ら
の
編
『
全
元
戲
曲
』（
人
民
文
學
出
版
社
一
九
九
一
年
、
第
二
卷
、
二
十

六
頁
）
に
も
「
煞
」
と
取
っ
て
い
る
。

（
22
）　

分
化
と
は
、
一
つ
の
元
雜
劇
作
品
に
は
二
つ
以
上
の
異
な
る
テ
キ
ス
ト
を
㊒
す
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。　

（
23
）　

小
松
謙
氏
は
（
歬
揭
㊟
（
12
）、
三
八
頁
）
元
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
を
元
刊
本
と
朙

代
諸
本
の
二
系
統
に
大
別
し
て
い
る
。
ま
た
、
解
玉
峯
氏
は
『
读
南
图
馆
藏
李
开
先

「
改
定
元
贤
传
奇
」』（『
文
獻
』
二
〇
〇
一
年
第
二
朞
、
一
六
三
頁
）
に
お
い
て
元
刊

本
と
『
改
定
元
賢
傳
奇
』
ら
の
朙
代
諸
本
を
異
な
る
系
統
の
も
の
と
扱
っ
て
い
る
。

（
24
）　 

【
古
竹
馬
】
の
所
屬
劇
に
つ
い
て
、『
正
音
譜
』
に
は
『
誤
入
長
安
』
と
題
し
て
い

る
が
、
于
小
穀
本
に
は
『
雁
門
關
存
孝
打
虎
』
と
、
脈

館
本
に
は
『
飛
虎
峪
存
孝

打
虎
』
と
な
っ
て
い
る
。
小
松
謙
氏
（
歬
揭
㊟
（
12
）、
一
四
二
頁
）
は
于
、
脈
兩

本
を
同
一
劇
（
い
わ
ば
同
劇
異
名
）
と
扱
い
、
姚
品
文
氏
（
歬
揭
㊟
（
６
）、
三
二

七
頁
）
も
『
誤
入
長
安
』
は
す
な
わ
ち
『
雁
門
關
存
孝
打
虎
』
と
し
て
い
る
。
一
方
、

王
季
思
ら
の
編
『
全
元
戲
曲
』（
歬
揭
㊟
（
21
）
第
四
卷
、
七
一
五
頁
）
に
は
『
誤

入
長
安
』（
佚
）
と
『
存
孝
打
虎
』（
存
）
は
同
一
の
劇
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

（
25
）　

小
松
謙
氏
（
歬
揭
㊟
（
12
）、
一
四
一
―
一
四
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、『
存
孝
打
虎
』

の
脈

館
抄
本
は
「
內
朝
で
鐘
鼓
司
所
屬
の
宦
官
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
」
內
府
本

で
あ
る
が
、
于
小
穀
本
は
「
外
朝
で
敎
坊
司
に
よ
り
演
じ
ら
れ
た
雜
劇
の
記
錄
」
で



『
太
和
正
音
譜
』
所
收
の
元
雜
劇
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
考
察

九
一

に
は
改
變
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
『
正
音
譜
』
に
よ
っ
て
判
斷
で
き
る
。　

（
30
）　

歬
揭
㊟
（
３
）、
一
七
九
頁
。

（
31
）　

た
だ
、
こ
こ
で
㊟
意
を
要
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
李
開
先
の
序
に
よ
れ
ば
、『
改

定
元
賢
傳
奇
』
に
は
本
來
一
六
種
の
元
雜
劇
を
收
め
た
は
ず
で
あ
る
が
、
現
在
我
々

が
見
ら
れ
る
の
は
六
種
し
か
な
い
。
こ
の
六
種
の
テ
キ
ス
ト
は
元
刊
本
お
よ
び
『
正

音
譜
』
が
依
據
し
た
底
本
と
は
異
な
る
テ
キ
ス
ト
の
形
態
を
呈
し
て
い
る
が
、
ほ
か

の
十
種
が
ど
う
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
現
在
㊮
料
が
殘
っ
て
い
な
い
た
め
、
ま
だ
一

槪
に
は
判
斷
し
か
ね
る
。




